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量である 196 m3/s の場合、取水停止時間が 5.5 時間、淀川の渇水時に想定される最小河





水停止時間を（淀川河川流量 196 m3/s の場合）通常運用より 1.1 時間（約 20 %）短く
できる可能性があることを示した。 
 以上のように、本研究では、津波来襲時の河道内における塩水挙動を波源を含む広域津波挙動
と連動させて予測できる解析モデルを新たに提案するとともに、具体的地点の塩分濃度変化予測
や塩分濃度の早期低減策の検討を行っていることから、学術上、実際上寄与するところが少
なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成２９年２月２３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
